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1. 背景 

位置情報を用いたマーケティングの隆盛に伴

い、データ分析の現場においては位置情報ビッ

グデータを解析する機会が増加している。解析

対象データは単にサイズが大きいだけでなく、

利用者のプライバシーに関わる情報であり、慎

重な取り扱いを要するものである。 

本研究では、膨大な位置情報データを高速か

つセキュアに処理するためのコマンドラインツ

ール “tadataka”を開発した。 

 

https://github.com/hoshinolab/tadataka 

 

2. 既存手法の問題 

座標（緯度・経度）を住所に変換する逆ジオ

コーディング（Reverse Geocoding）を実施する

にあたり、一般的に用いられる手法はオンライ

ン地図サービス等の外部 API に HTTP リクエスト

として座標データを送信するものである。これ

は手軽ではあるものの、主に 2 つの問題がある。 

 

2.1件数の上限 

API サービスは有償・無償を問わず、処理可能

な件数に上限が設けられている。小規模であれ

ば問題ないが、ビッグデータ処理の現場におい

てはこれが大きな障壁となる。 

実際、筆者の所属する研究室においては、企

業との共同研究に際して 15TB（数百億件のレコ

ード）を超えるデータを取り扱っており、これ

らを逆ジオコーディングする際に API を利用す

ることはそもそも困難であるといえる。 

 

2.2 セキュリティ・コンプライアンス上の問題 

 位置情報データはセンシティブなものであり、

利用者から「外部に送信しない」事を条件とし

て得ることが多い。外部 APIを用いてこのデー

タを解析することは「外部への送信」に該当す

る可能性が高く、利用者に対する契約違反にな

るといえる。 

また、外部 APIを提供する企業が悪意を持っ

てデータを流用するリスクや、ツールや通信経

路の脆弱性により情報が流出する可能性も否定

できない。 

 

本研究では 2つの問題を解決するため、オン

プレミス、つまり解析環境を手元に置く位置情

報データ解析ツールを構築する。 

 

3.使用データおよび実装手法 

逆ジオコーディングには座標データを照らし

合わせる住所データが必要となる。本研究にお

いては国土交通省国土政策局が公開する街区レ

ベル位置参照情報（以下、位置参照情報）およ

び国土地理院が公開する電子国土基本図（地名

情報）「住居表示住所」（以下、住居表示住

所）を利用した。どちらとも住所と座標のデー

タが格納されており、与えられた座標と最も近

いデータを逆ジオコーディングの結果として扱

う。 

住居表示住所はきめ細かく「号」レベルまで

のデータが整備されているが、一部の市区町村

のみで提供されている。一方で位置参照情報は

全国をカバーしているが、番地ごとの代表点し

かデータがない。そこで、住居表示住所を優先

して探索し、該当データがない場合に位置参照

情報のデータを利用する形とした。 

 

 探索時、全国のデータに総当たりしていると

計算量が膨大になる。それゆえ、探索するにあ

たり、データを細かく分割する必要がある。地

理空間上をグリッドに分割する手法は複数ある

が、今回は Googleが提唱している Open 

Location Code(OLC)を採用した。OLC を用いると、

座標を一意の文字列に変換することができる。 
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図 1:港区三田付近の OLCグリッド 

（背景地図は地理院タイルを利用） 

 

これを用い、8Q7XJPXR+FXと変換される位置情

報に対しては 8Q7XJPXR+のグリッドに含まれる住

所から最近傍のものを見つけ、それを住所とみ

なす。 

また、使用するデータはインメモリデータベ

ースである Redisに格納する。Redisには OLCの

グリッド（8Q7XJPXR+等）をキーとして list型

で格納している。Redisはデータベースエンジン

の中でも高速であることが知られており、処理

内容にもよるがマイクロ秒単位で保存されてい

るデータの取得を行うことができる。 

 

4.パフォーマンス測定 

ベンチマークとして、「駅データ.jp」で公開

されている日本全国の駅の座標リストから番地

単位の住所への変換を行った。2019年 9月 28日

のデータで 10847件の駅が収録されている。な

らびに、企業から提供を受けた 36990279件のス

マートフォン由来の位置情報データを分析した。 

Ryzen 9 3900X + 64GB RAM の Windows 10環境

上で Windows Subsystem for Linux を利用し、

Go 1.13 で tadatakaをビルドした。また、

Redis ver 4.0.9を使用した。 

比較対象として、Python で一般的なジオコー

ディングライブラリ geocoder から

OpenStreetMapの APIを呼び出す処理で同等の処

理を行った。なお、OSMは正確に取得できない住

所に対しては都道府県や市区町村レベルの住所

を返す。 

 

tadataka を用いたジオコーディングの処理速

度は以下の通りである。（time コマンドによる

計測） 

件数 所要時間(real) 取得失敗 

10847 0m2.907s 1894 

（約 17.4%） 

36990279 115m11.699s 4706441件 

（約 12.7%） 

 

従来手法（Pythonで geocoder(OSM)使用）は

以下の通りである 

件数 所要時間(real) 

10847 223m41.916s 

精度に関しての情報や、他の実行環境などにお

ける処理速度の比較など、詳細なパフォーマン

スは発表時に公表する 

 

5.今後の課題 

 データにもよるが、現時点では 1割～2割程度

の座標で住所を取得することができない。これ

らは住居表示住所と位置参照情報がカバーして

いないエリア（グリッド）のデータであるが、

隣接するグリッドに最近傍の住所が存在してい

る可能性がある。それゆえ、隣接するグリッド

の探索も行うことにより、より高精度の逆ジオ

コーディングが可能になると考えられる。 

また、今回は逆ジオコーディングを実装した

が、位置情報データの処理においてはジオコー

ディング（住所から座標への変換）の需要も存

在する。座標と異なり、入力値が文字列である

ことから表記ゆれが存在し、たとえば「東京都

港区三田 2丁目 15−45」と「東京都港区三田二丁

目十五番四十五号を同一のものとして扱うとい

った、住所の正規化が必要となる。正規化が可

能であれば、今回のインメモリデータベースを

用いる手法を用いてジオコーダの実装にも取り

組みたいと考えている。 
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